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西議員が
議案質疑

　神戸市議会定例市会本会議が11月29日にひらかれ、
日本共産党神戸市会議員団を代表して西ただす議員が
議案質疑に立ち、久元喜造市長らの見解を質しました。

１．�新型コロナウイルス感染症の「第６波」対策について
　⑴�大規模・頻回・無料のPCR検査について
　⑵保健所体制の強化について
　⑶後遺症対応について
２．�認知症対策と住民税超過課税について

質
疑
項
目

　現在、新たなコロナウイル
ス変異株が不安視されていま
す。神戸市は、ワクチン接種
後も感染が広がっていること
などを理由に、高齢・障害者
施設での週一回のPCR検査を
すすめ、酒類提供に関わらず
飲食店全般での検査も広げる
としています。西議員は、本

気で感染拡大を抑え込むこと
を考えるのであれば、学校園
など密な環境となる施設にお
いても定期的・頻回の検査を
おこない、希望する家庭には
簡易の検査キットを配るな
ど、いつでも検査ができる環
境をつくるべきと求めまし
た。

負担での提供は考えていない。
　西議員：医療的ケアが必要
な児童・生徒が在籍する特別
支援学校などでは重症化リス
クはないと考えているのか。
　長田教育長：重症化リスク
については十分に配慮を有す
るべきと考えている。

　西議員：市が重症化リスク
のあるところに検査をすると
決めたのに、実際すべきとこ
ろにできていないではないか。
「いつでも」「どこでも」「何
度でも」無料でおこなわなけ
れば、第６波に対応できない。

　久元市長は、紙による連絡
が保健所の業務を停滞させて
いるなどとして、業務のデジ
タル化で保健所の強化をすす
めるとしています。しかし、
感染拡大時に濃厚接触者の追
跡ができなくなり、大量の自
宅療養者が生み出され安否確

認も電話が中心となりまし
た。入院できず自宅で亡くな
った方もいます。西議員は
「こうした事態はデジタル化
では解決できない。決して同
じことを起こさせてはならな
い」と人員の増員を強く要望
しました。

　今、コロナにより後遺症が
残っている人たちへの支援が
早急に求められています。神
戸市は、相談ダイヤルや実態
調査をすすめるとしています
が、感染された方は重症化し
たのに入院できず後遺症が残

り、また別の方は酸素ボンベ
が生活の中で欠かせなくな
り、月に２割負担で1.7万円
の費用がかかっているそうで
す。西議員は、こうした方へ
の医療費助成などの支援を求
めました。

答弁ダイジェスト

答弁ダイジェスト
答弁ダイジェスト

　小原副市長：ワクチン３回
目が完了するまで重症化リス
クの高い高齢者・障害者施設
への定期的検査を再開した。

　小原副市長：令和４年度に
は保健師が300名になる予定
だ。さらにデジタル化の導入
と疫学調査のスピードアップ
をはかる。
　西議員：保健師に聞くと
「デジタル化で時間短縮にな
るかは不明。願いは必要な人
員の確保だ」と言っていた。
現場の声に応えるべきではな
いか。
　小原副市長：紙ベースでの

　小原副市長：就業や行動制
限の間の医療費は公費負担だ
が、解除後は通常医療と同様
だ。国に後遺症対策を早急に
講じるよう要望している。
　西議員：医療費が増え、生
活が大きく変わった人たちが
いる。その人たちをどう助け
るかという観点で調査し、生
活が困窮し先が見えない皆さ
んに対しての支援を考えるべ
きだ。
　小原副市長：神戸市でも実

重症化リスクの低い保育所・
学校園を検査の対象に加える
ことは考えていない。抗原検査
キットは、無症状者への診断に
推奨されていないため、市の

業務の二度手間をデジタル化
で省略し、人員増と合わせて
業務効率をはかっていく。
　西議員：人材派遣を混ぜて
増員しても技術が継承されな
い。第４波では十分な追跡調
査、対面での対応ができなく
なり、ジレンマの中で皆さん
はお仕事をされていた。これ
がデジタル化で解消できると
は思えない。抜本的な保健師
の増員が必要だ。

態調査をおこない、国をあげ
て対策を議論し対応していく
ことが重要と考えている。
　西議員：第１波から３波の
調査はされず、第４波からも
半年が経っている。調査の前
から後遺症で苦しんでいる人
がいることはわかっているの
に、なぜ声が聞かれないのか。
苦しんでいる人に寄りそう姿
勢があまりにも足りない。こ
れまでの経験から学び、力を
入れて早急に支援をすべき
だ。

PCR検査広げ「第６波」を
起こさない対策と備えを
新型コロナ
ウイルス感染症

保健師増員こそ市民の命と
安全を守る自治体の役割だ

実態に心寄せる姿勢に転換し、
後遺症に苦しむ方 へ々の支援早急に



認知症神戸モデル

教育委員会11月16日

　一般財団法人神戸市学校給食会は、学校
給食用の食材供給や食材の安全管理、食育
・地産地消推進事業などをおこなっていま
す。2023年度から中学校給食が全員喫食制
になれば、１日に11万5000食以上の食材を

　11月22日、日本共産党神戸
市会議員団は2022年度の予算
編成にあたっての要望書を提
出しました。

　日本共産党議員団は、神戸市が
住民福祉の増進を図るという自治
体の基本的な役割を果たし、新型
コロナ感染症の経験をいかした神
戸市政にしていくために、右の７
つの項目について予算案に反映す
るよう求めました。応対したの
は、大畑市長室長で「市長に伝え
ます」と答えました。

調達することになります。松本議員は、子
どもたちのために安定して安全な食材を調
達する取り組みをすべきと求めました。

　松本議員：小学校の献立を見ても、一般
家庭でも使わないような冷凍食材ばかりで
理解できない。ぜひ食材調達の方法を考え
直していただきたい。
　長谷川事務局長：量を調達するために、
一括購入は必要だ。時期によっては冷凍も
のを対象に入れざるを得ない。おいしく温

かい給食を子どもたちに提供できるよう最
大限の努力を続けたい。
　松本議員：今後おいしく安全な食材をと
考えているなら、一括購入は検討し直すべ
きだ。オーガニック野菜を提供している市
も増えている。神戸市でもオーガニック野
菜を提供できるように、農家や農協に話を
聞き、すすめていただきたい。

答弁ダイジェスト

　�  松本のり子議員

一般財団法人 神戸市学校給食会

安心安全な食材の
給食を子どもたちに

①�国が進める病床削減や病院の統廃合の動きに
反対し、医療機関や介護施設、保健所体制の
抜本的な強化を進め、市民の命や安全に対し
て責任を果たすこと。
②�行財政改革で市職員を減らし、福祉・市民サ
ービスを削減してきたことが、コロナ対応で
も大きな障害となりました。「行財政改革方
針2025」は撤回すること。
③�少人数学級の実現や子どもの医療費完全無料
化・高校生医療費助成など子育て支援拡充に
取り組むこと。
④�長引くコロナ禍のもとで収入減となった市民
また経営難にあえぐ地域中小業者のために実
態に合った支援を早急に行うこと。
⑤�三宮巨大開発や大阪湾岸道路などの大型公共

事業、ウォーターフロントの再整備など不要
不急な巨大開発は撤回すること。
⑥�大企業優先・インバウンド偏重の姿勢を転換
し、域内循環型経済へ転換すること。
⑦�COP26においても日本の気候危機対策の後
進性の象徴となった石炭火力発電所を認めな
い姿勢を明確にし、神戸製鋼に石炭火力発電
所の稼働停止を求めること。

⃝�おにぎりプログラム
について

� 　　 林まさひと議員

その他の質問

　認知症の高齢者が増えるな
か、認知症の高齢者への対応
を、家族任せにせず、国や社
会で支えることが求められて
います。神戸市は、認知症の
診断料と事故にあった場合の
救済制度の保険料を全額自治
体負担とするかわりに、その
財源を住民税の超過課税とし

て市民に負担させてきまし
た。この超過課税は、国が対
策を講じるまでの暫定的なも
のとして３年間の限定のはず
でしたが、今議会の議案で
は、制度維持のためとして引
き続き個人市民税の均等割を
財源にするとしています。３
年間で市民から徴収した９億

円のうち、事故救済制度の事
業費2.6億円は民間保険会社
に支払われ、実際に保険が適
応されたのはわずか15件で

158万円です。西議員は、民間
保険会社を喜ばせる制度とな
っており、市民負担で続ける
べきではないと質しました。見通しの甘さが露呈！

市民に負担押し付ける制度は見直しを 答弁ダイジェスト
　小原副市長：３年間のつも
りで始めたが、国の新しい対
応策が示されなかった。検証
結果に基づき、令和４年度も
個人市民税を財源に引き続き
継続していく。
　西議員：市の見通しの甘さ
が恒常的な市民負担につなが
っている。市民に還元されな
いような制度は問題だ。

　小原副市長：保険料と給付
額を比較して意義がないとい
う議論はできない。
　西議員：超過課税を徴収す
るというのは筋が通らない。
住民の福祉の向上という市の
責任を放棄し、増税と保険制
度という「自助・共助」の枠
組みに認知症対策を押し込め
ようというのは許されない。

外郭団体特別委員会審査から④
　神戸市議会外郭団体に関する特別委員会の審査が11月16日にひらかれ、日本
共産党神戸市会議員団の松本のり子議員、林まさひと議員が外郭団体の運営状
況などについて質問しました。

～市民の命とくらし守るための予算を～
日本共産党神戸市会議員団が市長あてに予算要望を提出

要望書全文は「日本共産党神戸市会
議員団」のホームページに掲載して
います。


